
生きづらさを抱える者が

相談しやすい体制について

～「いきるを支える相談会」を通して考察する～

鎌倉市市民健康課

加藤 美和



自殺に関する意識調査（２０２１年度厚生労働省）

38.8％



自殺に関する意識調査（２０２１年度厚生労働省）



◆期間

令和４年12月から令和６年９月（計11回）

◆対象

①アンケート
「体調に不安がある」「気持ちがふさぐことがある」
に該当し、相談を希望する者

②「こころと身体の相談」を希望して来場した者

◆相談員

保健師、司法書士、臨床宗教師



20人

3人

21.7% 39.1%

60.8%





氷山の一角



４つ以上の相談内容がある者は

23名中９名（全体の約40％）

希死念慮・自殺企図のある者も数名





世間体・体裁
あきらめ

迷惑・遠慮

うつ・精神疾患

経済的要因
疲弊

不安・恐怖

心理的視野狭窄

相談を阻む様々な要因

最も支援を必要としている人が
支援につながらない可能性がある

何を相談してい
いかわからない

相談することに
ためらいを感じる



「何か相談事はありませんか？」

「もやもやしていることを
話していきませんか？」



・事前の予約不要

・原則、匿名

・一人30分に限定

・食料を受け取るついで

・相談ではなく、話したいことを話す



傾聴をメインとした寄り添い

（伴走型支援）



ご清聴ありがとうございました

鎌倉市健康づくりキャラクター ささりん


